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米沢トンネル（仮称）整備の早期事業化に向けて

山形県内の鉄道沿線の活性化等に県民一丸となって取り組みます

米沢トンネル（仮称）整備の早期事業化に向けて、同トンネルプロジェクトの

整備効果をより高いものとするためには、山形新幹線沿線のみならず、山形県内

の鉄道ネットワーク全域にわたって、沿線の活性化・人流の拡大に取り組む必要

があります。

山形新幹線米沢トンネル（仮称）整備計画の推進に関する覚書並びに山形県内

の鉄道沿線の活性化等に関する包括連携協定の締結を契機として、ＪＲ東日本と

の更なる連携、協力を図り、山形新幹線のトンネルプロジェクトの効果を県内全

域の活性化等に波及させていく取組について、県・市町村の行政及び議会、経済

界等が一丸となって、取り組みます。

令和４年１０月２４日

共同メッセージ

山形新幹線「米沢トンネル（仮称）」整備の早期事業化は、山形県奥羽・羽越新

幹線整備実現同盟（会長：山形県知事）において最優先課題に位置付けられ、その

概要は全長約23kmの長大トンネルを整備するもので、概算事業費が1,500億円、工

事だけで15年、調査を含めると20数年を要するビッグプロジェクトです。

同トンネルの整備は、本県と首都圏を結ぶ大動脈である山形新幹線の安定性や速

達性の向上はもとより、北海道・東北新幹線をはじめ全国の新幹線ネットワークの

安定性向上への効果も期待され、国土全体の強靱化にもつながる極めて重要なプロ

ジェクトです。

米沢トンネル(仮称)整備について


